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１． 研究課題 

JST 戦略的創造研究推進事業 ACCEL「次世代メディアコンテンツ生態系技術の基盤構築と応用展

開」（課題予算計 1,000,000 千円）の一環として進行している映像コンテンツ創作・鑑賞支援技術

開発に関わる研究課題を遂行している．研究ゴールとして歌い踊るフォトリアルなキャラクタの自

動生成の研究とそのコンテンツ・映像業界への展開を進めている．今年度は特に，深層学習を用い

て 1枚の画像のみから人物の3次元形状やテクスチャを推定する技術に取り組み大きな成果を上げ

た．またアクセシビリティを対象とする研究にも新規に挑戦し学会賞を受賞する等，大きな成果を

上げた． 

２． 主な研究成果 

任意の顔向き, 任意の撮影条件において取得した１枚の顔画像から, 顔の３次元形状, 欠陥の

ない高精細な毛穴レベルでのアルベドテクスチャ, スペキュラーBRDF,ディスプレースメントマッ

プを深層学習によって瞬時に推定する技術をすでに確立した．この成果は，コンピュータグラフィ

クスのトップコンファレンスである SIGGRAPH 2018@Vancouver において Technical Paper に採択さ

れ発表を行った． 

一方，全身の 3 次元形状

およびテクスチャに関して

も，1枚の画像のみから深層

学習によって推定する技術

を開発した．この成果は，

コンピュータビジョンのト

ップコンファレンスの CVPR 2019 にフルペーパーが採択

されており，さらにその中でも厳選されたオーラルプレ

ゼンテーション(採択率 221/5000)にもピックアップさ

れることとなり，その技術レベルの高さが評価された．  

また視覚障碍者のナビゲーションを実現するBBeepシ

ステムを提案した．これは，従来のような受け身の障害

者支援ではなく，能動的に健常者の協力を得て障害者の

未来を拓くという観点が高く評価され，コンピュータヒューマンインタラクションのトップコンフ

ァレンスである CHI 2019 にフルペーパーが採択され，さらに国内トップのインタラクション 2019

においては唯一の論文賞に輝き，ファーストオーサーの学生が小野梓記念賞を受賞した． 



 

３． 共同研究者 

Shunsuke Saito, University of South California 

Hao Li, Associate Professor, University of South California 

Chieko Asakawa, Professor, Carnegie Melon University 

Hubert Shum, Associate Professor, Northumbria University 

Yoichi Sato, Professor, University of Tokyo 
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5th Women in Computer Vision Workshop in ECCV 2018, Posters, Sep.2018. 
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4.2 招待講演 
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4.3  受賞・表彰 
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インタラクション 2019 論文賞, March 2019. 

[2] 山本晋太郎, 福原吉博 , 鈴木亮太 , 森島繁生, 片岡裕雄, "言語・視覚情報の統合による自動論

文要約システム", NLP 若手の会 (YANS) 第 13 回シンポジウム, Posters, P46, 奨励賞, Aug. 2018. 

 

4.4 学会および社会的活動 

 画像電子学会 ビジュアルコンピューティング研究会 委員長 

 24th ACM Symposium on Virtual Reality Software and Technology (VRST2018) 

 General Chair 

  SIGGRAPH ASIA 2018  VR/AR Advisor 

 25th ACM Symposium on Virtual Reality Software and Technology (VRST2019) 

       Program Chair 

 

５． 研究活動の課題と展望 

 国際連携をさらに強化し，今後より高いレベルでの研究成果を蓄積していく．一方で，JST CREST，

基盤研究(S)，新学術領域への提案を行っていく．また企業との連携を強化し，開発技術の実用化

を急ピッチで進めていく予定である． 

 


